
コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方�

当社グループでは、コーポレート・ガバナンスの強化によって経営におけ

る意思決定の透明性と効率性を高め、企業価値の向上をはかることを経

営上のもっとも重要な課題の一つととらえています。そのため、連結事

業体としての経営体制、業務執行体制、監査・監督体制の整備を進め、コー

ポレート・ガバナンスの充実、強化に努めるとともに、グループをあげてコ

ンプライアンスの強化に向けた取り組みを推進しております。�

�

コーポレート・ガバナンスに関する施策の実施状況�

取締役会は、経営における意思決定機関であると同時に、業務執行に関

する監督機関と位置づけられ、毎月一回の定例開催や必要に応じた臨時

開催などにより、経営の基本方針や重要事項を審議、決議するとともに、

業務執行状況の監視、監督を行っています。2000年6月には取締役とし

ての責任を明確にするとともに、経営環境の変化に迅速に対応しうる機

動的な経営体制とするため、取締役の任期を1年とし、2005年6月末現

在で社外取締役3人を含む8人の取締役がその責務にあたっています。

2002年6月には「抜本再建計画」に基づく経営構造改革の一環として

執行役員制度を核とする新しい経営体制を導入し、多様な価値観を有し

た識者を社外取締役として招聘して、経営責任と業務執行責任の明確化

をはかるとともに、透明性の高い意思決定と迅速かつ精度の高い業務執

行をめざしてきました。�

監査役は、取締役会に出席するとともに、監査役会を開催するなど、取締

役の責務遂行や国内外の関係会社も含めた業務遂行の監査を実施して

おり、2005年6月末現在で社外監査役2人を含む5人の監査役がその

職務にあたっています。2003年3月には、業務遂行全般にわたってグルー

プ全体への内部監査を実施し、これを監督する取締役会へ報告を行う経

営監査部を設置しました。�

当社グループの監査証明に係る業務を遂行した公認会計士は、川村 博氏、

國井 泰成氏の2人で、それぞれ監査法人トーマツの代表社員（継続監査

年数1年）と社員（同4年）であります。監査業務に係る補助者の構成に

つきましては、公認会計士、会計士補、その他の補助者を合わせて11人

となっております。また、当社はコア事業を中心に、グループリソースを最

適活用し、効率的な事業運営を行うことを目的とした連結経営体制を構

築するなど、ガバナンスとコンプライアンスの強化に向けた取り組みを推

進しています。2004年1月には企業活動を行うにあたって、社会から信

頼され、社会とともに発展する企業集団を形成する目的で、ケンウッドグルー

プ全社員が共有すべき行動指針として「ケンウッド コンプライアンス・ガ

イドライン」を策定し、グループ全体に周知徹底をはかっています。�

また、製品販売にともなうリスクや環境対策への取り組みを強化するため、

CEOを議長とする「ケンウッド環境会議」を発足して、傘下に「環境保全

推進会議」「グリーン製品推進会議」を設置するとともに、製品ライアビリ

ティに対する取り組みを強化する目的で「全社PL会議」を設置するなど、

CSR（Corporate Social Responsibility：企業の社会的責任）をより

重視した活動も積極的に進めています。�

2005年1月に施行された有価証券上場規程の改正にあたっては、会社

情報の適時、適切な提供について真摯な姿勢で臨むことを宣言する宣誓

書を東京証券取引所へ提出し、有価証券報告書または半期報告書に不実

な記載がないことを言及する｢有価証券報告書等の適正性に関する確認書｣

についても東京証券取引所へ提出する準備を完了しました。これに対応

して、適時開示規定を策定して当グループ全体への周知徹底をはかると

ともに、CFOを委員長とし、監査役および経営監査部が監査を行う「情報

開示委員会」を設置して、適時、適切な開示を実践する体制を整備しました。�

  �

�

●経営体制�

2005年5月20日付で第二次中期経営計画「バリュー･クリエーション･

プラン」を策定し、新たな取り組みを開始した当社は、それぞれの事業で

長年の経験を有する2名の取締役を新たに加えた、社内取締役5名と社

外取締役3名の陣容で、企業価値拡大に向けた収益基盤の再構築と本格

的な成長戦略に取り組んでいきます。�

また、2005年5月1日以降、最初に到来する決算期に関する定時株主総

会終結の時から社外監査役の資格要件が厳格化され、社外監査役の員数

も「半数以上」となることにあらかじめ備えて、監査役体制の強化・充実

をはかるため、社外監査役（非常勤監査役）1名を選任し、常勤監査役3名、

非常勤監査役2名の監査役体制としました。�

（2005年6月29日現在）�

�

取締役社長（代表取締役） 河原　春郎  （重任）�

取締役 塩畑　一男  （重任）�

取締役 小松崎　博  （新任）�

取締役 江口　祥一郎 （重任）�

取締役 清田　晃  （新任）�

取締役（非常勤・社外取締役） 瀬尾　信雄  （重任）�

取締役（非常勤・社外取締役） 川舩　武則  （重任）�

取締役（非常勤・社外取締役） 永友　武雄  （重任）�

�

常勤監査役 加藤　英明  （非改選）�

常勤監査役 北原　一弘  （非改選）�

常勤監査役 浜田　修  （非改選）�

監査役（非常勤） 黒崎　功一  （非改選）�

監査役（非常勤） 浅井　彰二郎 （新任）�

�

兼ＣＥＯ 河原　春郎 品質革新推進部長�
  ケンウッド環境会議議長�

兼上席常務 塩畑　一男 CFO、CEO補佐（株式法務・広報担当）�

上席常務 畑　　浩靖 CEO補佐（人事勤労担当）�

上席常務 上田　昭男 調達本部長�

兼上席常務 小松崎　博 コミュニケーションズ事業部長�
  横浜事業所長�

上席常務 上野　義彦 CEO補佐（技術担当）�

兼常務 江口　祥一郎 カーエレクトロニクス市販事業部長�

常務 犬飼　真 ケンウッドU.S.A.社 取締役社長�

常務 多木　宏行 コミュニケーションズ事業部 副事業部長�

兼常務 清田　晃 カーエレクトロニクスOEM事業部長�
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